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青少年育成青森県民会議

平成27年度「家庭の日」作品募集　図画・ポスターの部　最優秀賞

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」
～いのち輝く  みんなの未来～

正 会 員 県民会議の目的にご賛同・ご協力
いただける団体・個人
•団体 年会費 6,000円
•個人 年会費 3,000円

特別会員

重点実施校
【青 森 市】浜田小学校・後潟小学校
【弘 前 市】第三大成小学校
【八 戸 市】長者小学校・根城中学校
【五所川原市】南小学校・中央小学校
【三 沢 市】岡三沢小学校
【む つ 市】第二田名部小学校

趣旨にご賛同・ご支援いただける
団体・個人
•年会費 10,000円以上

会員を募集しています
　県民会議は、皆様から寄せられた温かなご支援に
よって支えられています。
　加入の申込みは随時受け付けておりますので、
次代を担う青少年の健やかな成長を実現するという
趣旨にご賛同・ご協力いただける方は、事務局まで
ご連絡ください。

　県民全ての願いである青少年の心身ともに健やかな成長を
実現するため、国や県が行う施策に呼応して、市町村や青
少年育成関係団体等のご支援とご協力を得ながら、以下の重
点目標を掲げ、青少年育成県民運動を推進しています。

●健全な家庭づくり運動を進めよう
●人と人とのつながり、命を大切にする心を育てよう
●青少年の自立と社会参加活動を進めよう
●青少年の非行防止とよい環境づくりを進めよう
●県民運動推進体制を整備しよう

青少年育成青森県民会議では青少年育成青森県民会議ではあいさつ・声かけ促進キャンペーンを
実施しました！

　家庭・学校・地域において、あいさつ・声かけを励行する
ことで、人との繋がりを再認識し地域の人みんなで青少年を
守り、育てていこうとする意識を高め、あわせていじめ防止
を広く県民に訴えることを目的に、平成27年8月25日～ 28
日の4日間、県内の小学校120校、中学校48校において、
あいさつ・声かけ促進キャンペーンを実施しました。
　郵便局、保育園、老人クラブなど、『命を大切にする心を
育む県民運動推進会議』の会員の方々にも、キャンペーンを
実施していただきました。

　登校時間に合わせ、
次々と登校する児童・
生徒と地域の方々が、
さわやかに朝の挨拶を
交わしました。

　参加者にはキャンペーン終了後、
参加認定証が配布されました。
御協力ありがとうございました！

来年度、青少年育成青森県民会議は
設立50周年を迎えます！

平成28年12月11日（日）青森市で記念大会を開催予定
　「青少年が未来を自らひらき希望に満ちて生きるよう、社会
一般が青少年に限りない愛情と信頼をよせて積極的に青少年の
育成につとめるよう、ここに決意をあらたにし、県民総ぐるみの
運動を展開するものである。」

（昭和41年11月28日／（結成大会宣言文より）

青 い 樹

〒030-8570　青森市長島1-1-1
青森県環境生活部　青少年・男女共同参画課内
TEL：017-734-9224　FAX：017-734-8050
http://www.pref.aomori.lg.jp/life/family/kenminkaigi.html

青少年育成青森県民会議 検 索



11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。 第37回青森県少年の主張大会
　内閣府では、11月を「子ども・若者育成支援強調月間」
と定めています。子ども・若者の健やかな育成、子ども・
若者が社会生活を円滑に営むことができるようにするため
の支援やその他の取組を集中的に実施し、国民の理解を
深め、各種活動へ積極的な参加を促し、国民運動の充実と
定着を図ることとしています。

今年度　重点的に取り組むべき課題は…
●　子供・若者の社会的自立支援の促進
●　生活習慣の見直しと家庭への支援
●　児童虐待の予防と対応
●　子供を犯罪や有害環境から守るための
　　取組の推進
●　子供の貧困対策の推進
　　　　　　　　　　　 となっています。

昨年度からの変更点は次のとおりです。

ストーカー事案への対策
　ストーカー事案の被害者にも
加害者にもならないよう、関係
機関が連携し、被害の実態、具
体的事例や予防方法、相談窓口
等について広報・教育啓発を推
進する。

子供の貧困対策の推進
　子供の貧困対策について積極
的に広報・啓発活動等を行い、
国民の理解と協力を得ながら
「子供の未来応援国民運動」を
展開していく。

有害環境への適切な対応
　「私事性的画像記録の提供等
による被害の防止に関する法律」
等、関係法令の周知に加え、利用
者や保護者に対してSNS等の
危険性を仕組みとともに周知
徹底する。

　去る9月24日平川市文化センターにおいて、尾上中学校、平賀
西中学校の生徒さんなど、700名の参加者を迎え、第37回青森
県少年の主張大会が開催されました。
　原稿審査で選ばれ
た7名の主張発表の
中から、最優秀賞に
は平川市立平賀西中
学校3年の木村瑞希
さんが選ばれました。
　大会の様子はHP
でご覧になれます。

『家庭の日』の優秀作品の巡回展示のお知らせ

青森県 少年の主張大会 検 索

　今年度も県内各地で巡回展示を行います。お近くで展示
の際にはぜひお立ち寄り下さい。
　入賞作品はHPでもご覧いただけます。
★10/26～11/ 2 マエダ本店（むつ市）
★11/12～11/18 ガーラタウンマエダ（青森市）
★11/19～11/24 八戸ポータルミュージアムはっち
★12/14～12/21 ヒロロスクエア（弘前市）
★12/24～ 1 / 6 イオンモールつがる柏
★ 1 /13～ 1 /19 イオンスーパーセンター十和田店
★ 1 /20～ 1 /26 イトーヨーカ堂青森店

11月は　児童虐待防止推進月間です。

虐待かもと思ったら１８９番へ
あの子、
もしかしたら
虐待を受けて
いるのかしら…

子育てが辛くて
つい子どもに
あたってしまう…

近くに子育てに
悩んでいる
人がいる…

１8 9☎ にお電話

お近くの
児童相談所

専門家が
対応いたします。

命を大切にする心を育む
　　県民運動推進フォーラム

元埼玉県立高校教諭、現在
明治大学講師
著書に「ドキュメント高校
中退」など。教育法、教育
社会学、教育方法に関する
論文多数

平成27年11月23日（月・祝）
　　　　　13：00～ 16：00
弘前文化センター　大会議室
■第1部　講　演

■第2部　パネルディスカッション

「子ども・若者たちの孤立と貧困に
　　　地域社会はどう向き合うか」

「生きづらさを抱えた子ども・若者と
　　　　　　　その家族を地域で支える」

講師　青 砥　　恭 氏
特定非営利活動法人さいたま
ユースサポートネット　代表（　　　　　　　　）

・コーディネーター 弘前大学教育研究員・教授 松本　敏治氏
・パネリスト ひろさき若者サポートステーション
 総括コーディネーター 成田　　治氏
 子ども・若者サポート「つがる・つながる」代表 金澤　拓紀氏
 スクールソーシャルワーカー（青森県中南地区県立学校） 三上富士子氏
・アドバイザー （第1部講演講師） 青砥　　恭氏

入場無料

子ども・若者育成支援推進フォーラム
2015 in 弘前

子育て

こんなときにはすぐお電話ください。

平成28年2月7日（日）13：30～
リンクモア平安閣市民ホール（青森市）

上記フォーラムについてのお問い合わせ・お申し込み
青森県　青少年・男女共同参画課　青少年グループ
TEL：017-734-9224　FAX：017-734-8050

　県内の子どもたちから募集した「未来への
メッセージ」最優秀賞の表彰式、命を大切にす
る心を育む活動事例報告を行います。

　また、テレビやラジオでおな
じみ「イサバのカッチャ」として
も人気のタレントの十日市秀
悦さんと、史上初の女性ねぶ
た師として活躍中の北村麻子
さんとのトークセッションなど、盛りだくさん
の内容となっています。
　お誘い合わせの上、ぜひ御参加ください。
「未来へのメッセージ」カレンダーの

プレゼントもあります！
タレント
十日市秀悦さん

ねぶた師
北村　麻子さん


